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「低温 セ ンターだ よ り」

100号 記念特集号 に寄 せて

低温センター副セソター長

工学研究科 濱 口 智 尋

「低温 セ ソターだ よ り」 が100号 の発 行 を迎 える に当 た り、 お祝 い を申 し上 げ る と同時 に、編 集委 員 の こ

れ までの 努力 に対 し感 謝 と敬意 を表 します 。

私 と低 温 セ ンター との関 わ りは 、 まず 「低温 セ ソターだ よ り」 の編 集 委員 と して の務 め か らで した 。

当時 の編 集委員 長 は長 谷 田先生 で、毎 回の委 員会 に各委員 か ら興 味 ある話題 が提供 され、 大変勉 強 にな っ

た こ とが い まだ に忘 れ られ ませ ん。 そ の よ うに活発 な委 員会 で あ った ため に、記 事 の執筆 依頼 に苦労 し

た経 験 は あ りませ んで した。私 自身 も2回 ほ ど執筆 した記憶 が あ ります。 低 温 に関す る新 しい研 究情 報

や経験 に基 づ く低温 技術 の紹 介 な ど、「低 温 セ ン ター だ よ り」 の記 事 で研 究 に役 立 っ た ものが数 多 くあ

ります。 当時 は ク ライオ ス タ ッ トや測定 器 は 自作 の ものが 多 く、断熱 用 の スー パー イ ンシ ュ レー シ ョン、

テ フ ロソの同軸 ケー ブル 、 ステ ソ レスス チー ルや キ ュー プ ロニ ッケル のチ ュー ブな ど委員 会 や 「低温 セ

ンターだ よ り」 で得 た知識 が大 い に役立 ち ま した。 他 の大学 の方 々 か ら も大 阪大学 の 「低 温 セ ン ター だ

よ り」 を大 変重 宝 して い る と聞 か され 、編集 にたず さわ った者 と して 光栄 に思 った こ と も しば しばで す。

そ の後 、低 温 セ ソター の運 営委 員 を頼 まれ、 副 セ ソ ター長 を3期 、 セ ン ター長 を2期 務 め 、「低 温 セ ン

ター だ よ り」 は もっぱ ら読 む側 に回 って しまい ま した。 そ の後 も編 集 委員 の志 気 は高 く、 有益 な情 報 と

最新 の研究 成果 を載 せ て くれて お り、伝 統 が続 いて い るの をみて頼 も し く思 って お ります。

縁 とは不 思議 な もの で、 大学 院学 生時 代 か らお世 話 にな って いた歴 代 のセ ンター長 が悲願 と してい た

ヘ リウム液 化機 の更 新 が、豊 中地 区 と吹 田地 区 ともに、私 がセ ン ター 長 を勤 めて いた期 間 に完 了 しま し

た。 これ も、熊 谷総 長 と金 森総 長 の ご理解 とご協 力 、研 究者 な らび に事務 局 の努 力 に よる もので すが 、

私 は大 変幸 運 な巡 りあわせ に遭遇 した と喜 んで お ります 。 これ ら液 化機 は共 に米 国のPSI社 の もので 、

後 で納 入 され た吹 田地 区の機 種 は よ りコン ピュー ター化 され て お ります が、基 本 的 には同 一 の ものです。

した が って 、運 転 にたず さわ ってい る技 官 の方 々 の間で技 術 的 な内容 について の情 報交 換 が可 能 で、故

障時 の修理 部品 の融 通 、保 守 に関す る情 報 な ど、運営 面 で大 い に役立 ってお ります。 この よ うな運 営形

態 も全 国的 には珍 しい もの と思 って お ります。液 化機 の液 化 能力 は現 在 の と ころ十分 です の で、 当面 の

問題 は気化 ガ スの回 収率 の 向上 に あ ると思 い ますが 、 これ も現在 予算 獲得 に向け て努 力 して い ると ころ

で す。

物 性 研究者 の立 場 か ら低温 セ ンター を見 る と き、液 体 ヘ リウムは他 の もの で置 き換 え られ ない非 常 に

貴重 な ものです 。 もちろん 、 コン ピュー ター も研究 に欠 か せな くな っ た貴 重 な機 器で は あ ります が、 大

型 コソ ピュー ターが ワー クステ ー シ ョンに追 い かけ られ、 ワー クス テー シ ョソが パ ー ソナル コソ ピュー

ター に とって代 わ られ よ うと して い るの と対 比 して 、皆 さんに と って液体 ヘ リウム がい か に重 要 な のか
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を再 認識 して いただ きた い と思 い ます。 コン ピュー ターは個 人 が持 つ よ うにな りま した が、液体 ヘ リウ

ムの利用 には特殊 な技 術 が必要 で あ ります。 われ われ が液体 ヘ リウム を使 えな くな った らどの よ うな事

態 な るかは想 像 に難 くあ りません。 この よ うな事情 が 、大 阪大学 の執 行部 を動 か して、液 化機 の更 新 を

優先 させ る原 動 力 とな った理 由で もあ ります。 同時 に 、ヘ リウム ガスは すべ て海外(主 に ア メ リカ)か

らの輸 入 に頼 ってお ります。 すべ て 自然 に産 出 す るガ ス か らなって お ります ので 、貴重 な資源 と して大

事 に使 わな けれ ば な りません。 そ の意味 で も早急 に気化 ヘ リウムの 回収 施設 を整 備 しな けれ ばな らない

と痛 感 して お ります。 本 「低温 セ ン ター だ よ り」 が150号 を迎 え るころ の大 阪大学 の低 温 セ ソ ターが ど

の よ うにな って い るの で しょ うか。 編集 委員 の方 も将来 を見 据 えて 、 よ りよい情報 を提 供 し、 よ り愛読

され 、大 阪大 学 のみ な らず 、他 の大 学 と のつ なが りも広 め るよ う一層 の努力 を して くれ るもの と期 待 し

て お ります。「低温 セ ソターだ よ り」 の これか らの発 展 を祈 念 して お ります。
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